
 

 いじめ防止基本方針 

伊佐市立南永小学校いじめ防止基本方針 
 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【 年 間 計 画 】                     ※いじめ対策委員会（心の教育推進委員会）の実施 

月 月 目 標 計画及び評価 実態把握等 各教科・道徳・特別活動等 児童会活動 情報モラル関連 教育相談 職員研修 

４ 
友だちと仲よく遊ぼう 

年間及び 1 学期の活動計画
の検討 

(学校)いじめアンケート 
「いじめ問題を考え
る週間」実施 

あいさつ強
調週間 

各教科における
指導計画の確認 

学級・全体Ｐ
ＴＡ 
家庭訪問 

学校基本方針確認 
人権同和教育研修 
  (管理職指導) 

５ 
友だちに優しくしよう 実態に基づいた対応策検討  

人権週間 人権教室 
(人権擁護委員指導) 

児童総会 
一人一自慢
発表 

全体指導(児童) 
個別面談 

(随時) 
具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

６ 友だちのよさ知ろう アンケート調査内容等検討    全体指導(保護者) 
個別面談 
 (随時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

７ いじめについて考えよう アンケート調査趣旨説明 
１学期末アンケート調査 
(児童・保護者) 

  
携帯・ネット利用
実態調査 

個別面談 
(全保護者) 

生徒指導事例研究
会 

８ 自分のよさを伸ばそう 
人権同和教育啓発強調週間
アンケート集計，取組検証 

    
個別面談 

(随時) 
市人権同和教育研
修会参加 

９ 友だちと仲良く過ごそう 実態に基づいた対応策検討 
(学校)いじめアンケート 
(県)いじめアンケート 

「いじめ問題を考える週間」実
施（道徳全学年参観授業） 

 
家庭教育学級で
保護者へ啓発 

個別面談 
(随時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

10 友だちにと協力しよう 年度後期の計画確認   
あいさつ強
調週間 

 
個別面談 
 (随時) 

人権同和教育研修 

11 差別について考えよう アンケート実施,集計  道徳全学年参観授業 標語作成  
個別面談 
 (保護者) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

12 人権について考えよう アンケート集計・取組検証 
２学期末アンケート調査 
(児童・保護者) 

人権週間 人権集会  
個別面談 

(随時) 
具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

１ 
命の大切さを考えよう  (学校)いじめアンケート 

「いじめ問題を考え
る週間」実施 
 

 
携帯・ネット利用
実態調査 

個別面談 
(随時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

２ 自分らしさを見つめよう アンケート内容検討 
年度末アンケート調査 
(児童・保護者) 

   
個別面談 
 (随時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

３ 一年間の生活を振り返ろう 
アンケート結果検証 
次年度活動計画作成 

  6年生を送る会  
個別面談 

(随時) 
生徒指導状況報告 

家庭・地域との連携 

〇 学級ＰＴＡ，ＰＴ
Ａ全体会，家庭訪問
等の活用 

〇 校区コミュニティ
協議会 

〇 民生・児童委員 

関係機関等との連携 

〇 市教育委員会 

〇 警察 

〇 児童相談所 

〇 市町村福祉部局 

【学校教育目標】 
ふるさとに誇りをもち，心豊かにたくましく生きる南永っ子の育成 

【いじめ対策委員会】（心の教育推進委員会が兼ねる） 

〇 目的 

年間を通した取り組み等を策定し，問題の未然防止のための
職員・関係機関等との連携を構築するはたらきをなす。 

〇 組織構成 

  管理職，担任，全職員，その他必要に応じた関係者及び外部
専門家等で構成する。 

【いじめに対する措置】 
・教職員の取組・・事案の状況と問題行動の起因やその背景の確実は把握 
         月例委員会と毎週金曜日の児童理解連絡会で掌握   
・児童の取組・・学級・児童総会・集会での学級内・全校での取組の充実 
・保護者の取組・・保護者会等による対策の検討・必要な取組の実施 

い じ め ０ に 向け ての 取 組 

【いじめの防止】 
・教職員の取組・・「いじめ０」運動の啓発，児童観察，人間関係づくり指導 
・児童の取組・・児童会等での｢いじめ根絶｣の自治的・自発的活動の推進 
・保護者の取組・・全体・学級ＰＴＡ等での保護者間の連携強化      

【いじめの早期発見】 
・教職員の取組・・無記名アンケート，個別面談（児童・保護者）の実施 
・児童の取組・・友達関係の困り感を相談できる体制の確立 
・保護者の取組・・家庭での児童の状況の連絡を計画的に行う体制の構築 

生徒指導体制 

・ 全職員体制に

よる指導 

・ 生徒指導部の

機能的運営 

相談体制 

・ 職員の報･連･

相体制の確立 

・ 計画的な相談･

面談の実施 

職員研修の重点 

・ 人権尊重の視

点を重視 

・児童個々の状況

を反映する研修 

 

教育活動の重点 

・ 全教育活動にお

ける道徳教育の

充実 

・  生命･人権を尊

重する精神の涵

養と態度の育成 

・ 児童の個性･特

長の把握と伸長 

・ 一人一自慢の教

育の推進 

児童の主体的活動 

・ 児童会活動の活

性化 

・ 個性の発揮 


